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は じ め に

従 来 、 企 業組 織 内各 部 門 にお い て、個 々に 開発 され て 来 た 、最適 化 シ ス テ

ム、 デ ー タ ・プ ロセス な どを、企 業 全体 の見 地 よ り有 機 的 に結 合 、総 合化 し、

全 社的 最 適 シ ス テ ム作 成 を指 向す る動 きが顕 著 で あ る。 換言 すれ ば、 コン ピ

ュー ター に よる情 報の 集 中管 理 、そ れ に基 礎 を お く、企 業 内各要 素 、 た とえ

ば、 資 金 、設 備 、原 材 料 、 入 力 な どす べ て の ア ク テ イ ヴイ テ イを最 適 化 シ ス

テ ム に投 入 す る こ とに よ り、 総合 的 最適 化 を企 て る傾 向 は、 ここ数 年 来 、各

企 業 の 目標 と して来た と ころ で ある。

一 方 、企 業 組 織 の複 雑 化 に伴 い、 日常 活 動 にお け る経 営 の意 志 決定 は 、益

益 困難 の度 を 加 え るか 、近 年 急速 に発 達 した数 学 的 処理 を 中心 とす る 、高度

の経 営 科 学的 手 法が 、従 来 困難 とされ て い た 、 これ ら経 営 の意 志 決 定 の分野

1).2)に利 用 さ れ る に至 り
、 コン ピュー ター の利 用 と相 侯 っ て、 迅速 か つ

精度 の 高 い、 計 画 、 管理 資 料 の作 成 を可 能 と し、 当事者 の意 志決 定 、 行動 に

大 いに寄 与 す る こ と となつ た 。

石油資 源 の殆 ん どす べ て を海 外 に依 存 す る わが 国 にお いて 、 また 、 石 油精

製 を主 業 務 と し、 隣…接 す る石 油化 学 コン ビナ ー トに多量 の 原料 安 定供 給 を義

務 づ け られ る当社 にお い て は、 将来 の設備 計画 の最 適 化 と 同時 に 、短 期生 産

計 画 の最 適 化 、 な らび にそ れ に附 随 す る一 連 の 各 種業 務 の 遂行 を迅 速 かつ 円

滑 に実 施 す る こ とが急 務 で あ る。

当社 で は早 くか ら、生 産 計 画 にお け る リニア ー ・プ ログ ラ ミン グな ど数 理

計 画手 法 の利 用 を行 っ て お り、そ れ らを中核 と した 、一 連 の 生産 計 画 、実 行

管 理 な どに お け るマ ネ ー ジ メン ト ・イン フォ ー メ イシ ョン ・シス テ ムの可 能

性 を追 求 そ の確 立 に 努 力 を重 ね てい るか 、そ の概 略 を記述 す る。
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、
1 シ ス テ ム 開 発 の 背 景

■⑱
コン ピュー ターの利 用を効 果的 な次 元で行な うとすれば、企業 の経営活動

を経済的、機能的に分析 し、 どの部分 の計画 もしくは管理 に主眼 を注 ぐべ き

か を明かにする必要が ある。その結果得 られる、 コス ト節減、利潤増大に関

す る定量的資料 、 もしくはそ の他の定性的資料 に もとづき、種 々検討 を重ね 、

精製 活動 一 つま り、生産計画な らびにそ れに附随 した主 要実行管理 を抱揺

するシステムが対象 とな り、その確立 の必要性 が指摘 され た。精製活動 を主

業務 とする企業 にとつては当然の帰結 であ る。

この際のシステ ムの必 要性 は下 記5点 である。

(1)経 済 的 評 価

、

精 製 活動 にお け る コス ト分 析 の結 果 は 、図_1に 示 す ご と く、原 油 代 金 の

占め る割 合 は80%以 上 に も達 し、そ の コ・ン ト ロー ル の重 要性 が 認 識 され る 。

当 然 ・ 償却 ・ 金利 な どに関連 した 長 期設 備 計 画 も、将 来 に おけ る利 益 獲得 能

力 を 左右 す る点 で同 等 に重 要 性 を失 わ な いが 、 こ こで は 、前 者 す な わ ち、 日

常 の精 製 活動 の 管理 が 問 題 と して取 り上げ られ た わけ で あ る。

補 修 費
経 費
労 務 費
金 利

管 理 費

用役、薬 品費

原 油 代 償 却 費

な ら びに

精 製 費

図 一1原 油 代 、 精 製 費 の 内 別 け
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(2)精 製 活 動 の 複 雑'性

精製活 動 に お け る生 産活 動が 、多 変数 多 制約 式 を有す る 、複 雑 な シス テ

ムで あ り、 リニ アー ・プ ログ ラ ミン グが 、そ の 解 析 に きわ めて 有効 で あ る こ

とは、古 くか ら知 られ 、実 際 活動 へ の 利用 も近 年 常 識 化 して い るのは衆 知 の

事 実 で あ る。(リ ニ アー ・プ ログ ラ ミン グ 自体 に つ い て は、す で にす ぐれ た

文 献5)も 多 いの で 、 こ こで は省 略 す る)。 精 製 部 門 にか ぎつ て も原油 の 選

択 、設備 の選 定 、製 品分 布 の 決 定 な ど・複 雑 な配 分 計画 を可能 に し・その 効

用 は 多 くか 認 め る と こ ろで あ る。 しか し計 画 の評 価 自体 は、 そ の 計画 の 目標

に対 す る達 成度 で左 右 され る 。計画 達 成 の 過 程 にお け る外 界 の 条件 変 動 に対

処 し、計 画 の再 検 討 、 そ の もとにお け る実行 、 さ ら にま た 、計 画 と実 行 の差

異 の修 正 動作 な ど諸 問 題 か 山積 す る。

最適 計画 が 立 案 され て も、 そ れ を実 行 と結 びつ け る ため のつ な ぎ、 すな わ

ち 、細 部 の 日程 計 画 は 、従 来 最 も弱 点 とさ れ て い た部 分 で あ る。

㊨

声

(3)情 報 の 流 れ

リニ ア ー ・プ ロ グ ラ ミン グな ど、 シ ミュ レ ー シ ョ ン ・モ デ ル の 効 用 は 、 モ

デ ル か 現 象 を 如 何 に 忠 実 に シ ミュ レー トす る か に か か り 、 そ れ に 投 入 され る

諸情報 たとえば、原油の コス ト、製品価格 、原油の性状な ど具体的 な数字

の ほかに、数学 モデル作成上 の諸 情報 を含 めて を迅速 かつ正 確 に、

収集 、投 入 し、 意 志 決 定 の資料 を作 成 す る必 要 か あ る。 情 報 シス テ ムを効果

的 に形成 す る こ とは 、生 産 計 画 シ ステ ムを 支 え る基 礎 で あ り、各 サ ブ ・シ ス

テ ム間 の情 報 の流 れ 、す な わ ち、そ の発 生 と利 用 を管理 して い くこ と

の重 要性 は 、総 合 シ ス テ ム 内の情 報 の有 機的 関連 とい う必 要 性 か ら も充 分 認

識 す る こ とが で き よ う。 さ らに これ らシス テ ムの形 成 は 、精 製 活動 の機能 自'

体 の情 報 の 流れ を明 確 に す る上 で きわめ て 有 意 義 な もの で あ る。

.φ

、夕

以 上 、 三 つ の 要 点 は 、精 製 活 動 に お け る 総 合 シ ス テ ム(Management工 一
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nformationSystemforRefiningAc七i▽itiθ6)追 求 の理 由 とな る

もの で あ る。 要約 す れ ば、本 シ ス テ ムは 、短 期 生 産計 画 にお いて 、そ れ を1最

適化 し、 実行 管 理 してい くこ とを 目的 として、 そ れ に必 要 な諸 情 報 の 流れ を

有 機的 に統 合 す る よ うな シ ス テ ム を指 す 。・

、

一5一



2 シ ス テ ム の 概 要
J

2-1シ ス テ ム 全 般 〆

当然 の こ とな が ら、本 シ ス テ ムの初 期 にお け る機 能 す な わ ち計 画部 門 は 、

主 とし て中央 にお け る権限 で あ り、実 行 も しくは 、管 理 は 、製 油 齎 す な わ ち 、

地 方 にお け る権 限 に属す が 、計 画 と実 行 を結 ぶ諸 段 階 にお い て 、 これ ら両 者

の 間 に は 、必 要 な情 報 の フィー ド ・バ ック ・サ イ クルが 存 在 す る。 中央 も し

くは地 方 にお け る権 限の範 囲 は、 よ り実質 的 な面 、す な わ ち利益 最大 とい う

行 動 目標 をいつも脱 しな い よ うに 設 定 さ れ るべ きで あ る。

一 口 に云 っ て 、 これ か ら述べ よ う とす る短 期 生産 計画 のた め の シ ス テ ムは 、

(a)最 適 化 な らび に 生産 日程 計 画 な どを含 む 計 画部 門'`■

(b)実 行 結 果 の 処 理 と計 画 との対 比 を行 な う実 行 管理 部門

(c)実 行管理 部門その他からの情報 を収集更新 して、計画部門IQ{・E供する情報管理部門

の3つ の主 要 部 門 を もつ て構 成 さ れ る。 こ こに、 短 期生 産 計 画 とは 、1年 以

内 に生 ず る生 産計 画 を指 す か 、通 常 、1期 す な わ ち半 年 、 もし くは 、1ケ 月

.単位 の 計 画 を取 り上 げ る方 か頻 度 と して も高 く、 よ り現 実 的 で あ る。 いず れ

にせ よ 、1ケ 月 も し くは数 ケ 月 とい う時 間 と、 実行 時 にお け る短 か い時 間 を、

時 間 的 推移 の な か に、 計 画 と実 行 を い か に結 合 す るか、 ま た 、 中央 と地方 の

計 画 、実 施 の結 合 を どうす る か に シ ステ ム形 成 の努 力が 払 われ た 。

図一2は 、各部 門 と、本 社 、 製 油 所 と いつ た地 域 的 な 機能 の情 報 の 流 れ を示

す もの で あ る。
'

r
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2-2各 部 門 概 略

(1)計 画 部 門

最 適 化 技法 を主 体 と した本 社 にお け る主 要計 画 とそ れ に もとつ い て作成

され る生産 日程 計 画 な ど製 油 所 にお け る従 的計 画 よ り成 るが 、後 者 は本

来 前 者 に ガイ ドさ れ だ もの で な げ れ ば な らな い。要 す る に、 高 い レベ ル

の最 適 化 を実 行 に移 すた め の 結 び と同時 に、 低 い レ ベ ル の最適 化 、管理

技 法 に よ り、さ らに細 部 の コ ン トロー ル を行 な うの が 、 これ ら一 連 の 計

画 部 門 の使 命 で あ る。

この部 門 自体 、 い くつ か の サ ブ ・シ ス テ ム よ り形 成 され る。 す な わち、

同部 門 作業 は通 常 、半 年 間 の原 油 処理 決 定 モデ ル に よ り、季 節 変 動 を考

慮 して 、毎 月 の 原 油 処理 を決 定 す る こ とか ら出発 す る。

月毎 に配分 さ れ た原油 処 理 を基 礎 に して 、 詳細 モ デル に よ り、各 月原 油

選択 の最 適化 を実 行 す る。原 油処 理 直 前 に は、 同一 モ デル を 用 いて 、 よ

り具体 的与 件 下 での 最適 生産 計画 か決 定 され る 。す な わ ち実行 段 階 にお

け るLPモ デル の 処 理 が 行 な わ れ るが 、 これ よ り得 られ る諸 情 報 は、つ

い で 、 生産 日程 計 画 用 シ ミュ レー ター に投 入 され 、配 分用LPの 決 定 し

得 な い、 ス ケ ジ ュ ール の 決 定 に使用 され る。 本 シ ミュ レ ー ター は 、各 装

置 ご との運 転 日程 計 画 、 溜 出 油 バ ラン ス、 混 合 な どの ス ケジ ュー ル を決

定 す る ほか 、 詳 細 な物 資 収 支 を も提供 す る。

各 装 置 運転 計 画 に したか つ て 、主 要装 置運 転 の最 適化 指 針 かオ フ ・ライ

ン も し くはオ ン ・ライ ンに よ りそ れ らの装 置 に伝え られ る。

以 上 が 、計 画 に関 連 した各 サ ブ ・シス テ ムの概 要 で あ る が ・ これ らと併

行 して 、製 油 所 内 、用 役 バ ラ ンス の最 適 化 や対 象期 間 内の 利益 予想 が算

出 され る。
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(2)実 行 管 理 部 門

計画が 目標通 り行なわれなければ、それが如何 にす ぐれて いて も存在価

値 は薄れ る。

詳細計画 に基 づき精製活動を実施 す る際 、実行結果 が計画された行動

基準 か ら外れてい るかいないかの管理 を行 な うために は、行動の結果 に

関する情報 を提供す る部門が必要 とな る。

複雑 な操業結果 は迅速 に報告 され、以後 の調整動作 や、次期計画への指

針 とされる。

(3)↑ 青 菜艮 管 理 音3P『

本 シ ス テ ム にお いて発 生 した諸 情 報 のほ か 、本 シ ステ ムに必 要 な情 報 を

収 集 、蓄 積 、更 新 す る情 報管 理部 門 は 、 ベ ーシ ックな機 能 とは い いな が

ら、極 めて重 要 な役 割 を演 ず る。 これ よ り入手 で きる諸 情 報 は 、 必要 に

応 じて 加工 され 、計 画 部 門 へ の入 力 と して 使用 され る 。

一7一



5.各 サ ブ ・ シ ス テ ム の 紹 介

短 期 生 産活 動 の た め の情 報 シ ス テ ムが 計 画 、 実 行管 理 、情 報 管理 の三 部 門

よ り成 る ことは前 述 の とお りで あ る 。そ れ ぞ れ の 都門 はま た い くつ か の サ ブ

'シ ステ ム よ り成 り、 各 サ ブ ・シ ステ ム間 の 主 な情 報 の 流 れ は、 図 一3に 示

す とお りで あ る。 勿 論 、現 実 に は、 さ らに複 雑 な 、情 報 の往 復 が み られ る こ

とは 云 うま で もな い。

以 下 、各 サ ブ ・シス テ ムの概 要 を説 明 す る 。

3-1計 画 部 門

計 画 部 門 は 、 精 製活 動 の 中心 を なす 、 主 と して最 適 化 シ ス テ ム と、生 産

日程 計 画 な どス ケ ジ ュー ル決 定 用 の シ ミュ レー ター な どか ら成 る シ ステ ム

で あ る。
図 一3短 期 生産 活動 の た め の情 報 シ ステ ム
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、.)

(1)各 月 原 油 処 理 量 決 定 の た め の ダ イ ナ ミ ッ ク ・ モ ァ ル

通 常i年 もし くは半 年 を単 位 と した 多段 階LPモ デ ル に よb、 各 月 ご と

の最 適処 理 量 の 配 分計 画 を た て る。

この 際 、各 製 品 需 要 は 、過去 の季 節 もし くは、時 系列解 析 の結果 に基礎

を置 くが 、計 画 自体 の主 目的 が各 月の原 油 処 理 量 決定 に あ り、 また半 年

間 の 多段階 のLPモ デ ル の形 式 を とるkめ 、 モ デ ル ・サ イ ズの膨 脹 を抑

え る意 味 で 、可能 な 限 りモ デ ル の簡 略 化 を行 な う必 要が あ る 。

多 段 階 のLPモ デル は、 同一 形 式 を もつ 各 月 の サ ブLPと 、対 象期 間

全 体 を カバ ーす るマ ス タ ーLPよ り成 り、後 者 は期 間 内 原 油 処理 量 、在

庫 、繰越 しな どの 制約 式 を含 む こ とは明 らか で あ る。本 モ デ ル に より決

定 さ れ る各 月 原 油 処理 量 は 、 つ ぎ の原 油 選択 モデ ル の イン プ ッ トに使 用

され る。

(2)原 油 選 択 な らび に 実 行 計 画 用LPモ デ ル

本 モ デル は 、前 の 多段 階 モ デル に ガイ ドされ る もの で 、 シ ステ ムの 中核

を成 し、主 要製 品 、 半製 品 、原 油等 の在庫 、繰 越 し、装 置 補 修 期間 な ど、

で き るだけ 詳 細 な要 素 を と り入 れ 、 モデル 作成 を行 なっ て い名 、 対象 期

間 内 に発 生 す べ き製 品 別 需要 の指 定 を行 な い、 生産 能 力 の 制約 を 考慮 し

て・さき酢 成さ嬬 ダイナミック'モ デルをイ剛 ・き 煕 頬 華

活動 を設定 する。

定常的に は、原 油発注 前 と実 際処理の2毅 階 につ いての 玉P計 算 を実施

すれ ば足 りる。前者 は主 として、原 油選択用の最適化計画で あり、後者

はそれ ら原 油が実際 に処理 される、より具体的な条件 下1す なおち実行

段階 における最適化 計画 である。2つ の最適化計画は同一 モデWに よる

が、計算時点 の数+日 間の差ぱ それ カ・後者の場合 与件 に対する よ り

一'"㌔11;1',xl'i具 体 性 を 与 え ら れ る こ と と な る'
。

一一9`一 一



匹三羽 最適化 モテル ア・げi司

/"デ ー タ…… … 一。
ノ

一 一

最適 生産計画用LPモ デル
`'

1生 藍国麟
・コス ト

・使 用可能量

・性状

・在庫量

一}.「

、

≡心響
＼

原 油
購入量
装 置1製 品
稼動度製造量 その池 づ

・原油パターン

・製品パターン

・装置稼動度

・混合計画

・在瓢 その他
1 目的関数

原 油
コス ト
装 置
変動費
製品
縮

制

約

条

件

原油製約 ○
/装 置デ_タ

.＼_一 ・/～_z'

装置能力 ○

一〉

LP計 鰯 係・運転 コスト(変動費)

・能力制鰍 補 修)

,・収 率パ ターン

製品需要 ○ ・解の状態((正皿 　期

・計算時間

・イタレーシヨン数

・各変数の最適値

・各変動の リデユー

ス トコス ト

・各詣酌式のデュア

ルアクティブηテイ

・目的関数の値

物質収支 ○ ○ ○ ○

→

→

製品規格 ○ ○ ○. ○ノ

1ヨ蕗 一…一 そ の 他 ○ ○ ○ ○

'

/製 品デ一一タ

・需要量

・規格

・在庫量

C印:マ ト リクス ・エレメン ト

がはいる ところ
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図 一4生 産計 画LP,モ デ ル を と りま く情報

レポー ト作 成 に は レポ ー ト ・ライ ター用 プ ロ グ ラ ムが 大 巾 に利 用 され 、

各 担 当 レベ ル に応 じた ヒポ ー トが作 成 され る。

図一一4は 、本 サ ブ ・シ ス テ ムに 利用 され るLPモ デル を とりま く諸 情報

を関 係 づ け た もの で あ る。

(3)生 産 日 程 計 画 シ ミ ュ レ ー タ ー

生産 開 始 に先 立 ち実 施 さ れ た上 記最 適 配 分計 画 に もとづ き、対 象期 間 内

,の 詳細 か つ 具体 的 な 生 産 活 動 の予 定 表 を作成 す る シ ミュ レー ター であ り、

.LPに よ る最 適 計 画 を実 施 す る に当 っ ての各 段 階 にお け る行 動基 準 を与

え る もの に外 な らな い 。 ・:

LPは 本 質的 に配 分決 定 の 管理 技 法 で あ9、 スgジ ュー ルの決 定 には効

果 的 で はな い 。換 言 す れ ば、一 定 期 間 内 の配 分 問 題 を解 くこ とに ょり、
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㌧G'

肉

期 間 内平 均 計 画 を与 え るが 、そ れ らが現 実 の時 間へ の推 移 のな か に あつ

て 、常 に実行 可 能 とな る保 証 を与 え る もので は な い。一 方 、混 合原 料 の

張 込 み(そ の 混 合比 が 、最 適 化 計 算 の結果 決定 され る べ き性 質 の場 合)

で表 現 さ れ る よ うた 、 いわ ゆ る 「RAT工OIPROBIIIEM」 、 あ る いは ま

k各 溜 分 のCu七flの 決 定 撒 ど、非 線 型要 素 につ いて もLPに よる接 近

は充 分 で は な い 。以 上 丁・IPの もつ 欠 陥 を補 な い 、かつ 最 適 計 画 を実 施 に

移 す た めの行 動 指 針 を次 々に伝 達 して い くシ ス テ ム と して 、 ス ケジ ュ ー

ル ・シ ミュ レー シ ョンの必 要性 が 浮 び上 る。

本 シ ミュ レー ター は、 生産 計 画 実 行 に当 っ て の 、詳細 な 諸条 件 を考 慮 し

モ デ ル化 を行 な い 、下 記 の ご と き機 能 を包含 す る。

(a)各 装 置 の原 料 別 、 オ ペv－ シ ヨン別 の 日程 計 画 の設定:た とえ ば

原 油 蒸 溜装 置 で は、 タン カー到 着 、 タンク能 力、 タン ク在 庫 、 出荷

予 定 、 シヤ ツ ト ・ダ ウン ・ス ケ ジ ュー ル な ど詳細 な条件 を考 慮 し、

装 置別 、 原油別 、処 理計 画 を決 定 す る。

(b)各 製 品 出荷 計画 に 伴 な う、混 合 ス ケ ジ ュー ルの決定:.各 装 置 ス ケ

ジ ユーール に もとず く溜 出油 の バ ランス と出荷 予定 を考 慮 して 、製 品

混 合の最 適 化 を計 る。

(c)対 象期 間 を通 じて の製 油所 内物 質 収 支 の算 定 その 他 。

図一5は 、本 シ ミユ レ一一ター一の機 能 を示 す フロー ・ナ ヤ ー トの ス ケル ト

ンで あ るが 、 実際 は、 非 常 に複 雑 かつ 膨大 な プ ログ ラ ムで あ る。

ス ケ ジュー ル決 定 業 務 は、正 確 か つ迅速 を必 要 とす るに も拘 らず 、従 来

熟 達 者 の経 験 や勘 に依 存 す る と ころ が多 く、標 準 化 の遅 れた 部 分 で あ つ

た 。 こρ 事 実 は 、 ス ケ ジ ュー ル の もつ 理 論 的構 造 の 不 明確 さ もさ る こ と

な が ら、刻 々変 動 す る外 因 が 、 ス ケジ ュー ル の 存在理 由 を薄 め る とい う

一 種 の迷信 に支 え られ た こ とに も起 因 す る。 しか し、外 的 変 動 に対 して

迅 速 かつ適 切 に修 正 動 作 を行 な わせ る だ め に は、 コン ピュー タ ー とシ ミ

ュ レー ター の 力 を借 りず に は、 所詮 不可 能 な ほ ど複 雑 化 した業 務 の一 つ
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●

で あ る こ とは 明 らか で あ る。

このス ケジ ュ ー ル が決 定 され る と、計 画 は製 造 現 場 に指 示 され 、原油 処

理 か 実施 さ れ る.処 理 期 間内 に お け る与 件 の変 動 一 た とえ ば、 装置 の

小事 故 、 タン カーの 遅 れ 、製品 出荷 量 、時 期 一一 は現実 に は不 可 能で あ

り、 必要 な情 報 に も とず く修 正 動 作 を続 け る こ とに よ り、 目標へ の収 束

を計 っ て い く。

(4)各 装 置 運 転 の 最 適 化

前 記 、 ス ケ ジュ ー ル ・シ ミュ レー ター の提 供 す る装置別 運転 計 画 を与 件

と して、 各 装 置 運 転 の 最 適化 を 行な うた め の各 数 学 モ デル を開発 す る。

主 要装 置 の う ち、 あ る も.のはオ ン ・ライン に よ る最適 化 を行 な うが、 大

4)部分 は非 線 型 プ
ロ グ ラム を用 い ての 、 オ フ ・ラインの ス タデ ィ結果

を、夫 々運 転 指 針 と して各 装 置 に 返 す よ うにす る。

(5)そ の 他 の サ ブ 。 シ ス テ ム

前 記数 ケの サ ブ ・シ ス テ ムの ほか に、用 役 消 費 、 とくに代 替性 の ある蒸

気 、 電力 な ど動 力 系統 の 各 消費部 門へ 配分 を最 適 化 す る 目的 で 作成 さ れ

た用 役 配分 最 適 化 シ ス テ ムが 利用 さ れ るが 、 そ の レベ ル か ら判 断 して 、

ス ケ ジ ュー リン グ決 定 ま で は行 な わ な い。

利 益 予 想 シ ス テ ム は、 主要 な情 報 の ほ とん ど を この シス テ ムに 依存 し、

対 象 期 間 内 の 収益 の 予 想 を可 能 とす る。

この機能 は(1)最 適 計 画 に もとず く収 益 の予 想(2)楽 観的 、 悲 観的 条 件下 な

ど、各 ケ ー ス に お け る収益 の変 動 パ ター ンの 研 究(5)過 去 の 収益 の予 想値

.と実行 値 との チ エ ツク とそれ の フ ィー ド ・バ ッ クな どを挙 げ る こ とが で

き る。
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3-2実 行 管 理 部 門5)

複 合 シ ス テ ムを有 機 的 に運 営 す る必須 の条 件 は、正 確 な情 報 の 円滑な 流

通 で あ ろ う。計 画 と管 理 に お い て も情 報 は一 つ の サ イ クル を描 き、実 行 の

結果 は 、計 画 と比 較 評 価 さ れ 、 計画 の修 正へ の意 志 決 定 も し くは、 次期計

画へ の情 報 といつ た形 で フ ィー ド ・バ ック され る。 す な わ ち実 行結 果 か計

画 に合致 す る もの で あ る か どうかか 、 実 行結 果 に対 す る評価 で あ り、実績

と計 画 との 差 を解 析 す る こ とは 、そ れ が制 御可 能 な・要 因 に よ る もの か ど う

か 、 あ るいは 、そ の 事 態 に 、 どの よ うな 動作 を とつ た か な ど といつ た点 を

究 明 す る こ とか ら始 め られ よ う。

こ こで述 べ るシ ス テ ムは 、製 油所 内 に お い て計 画実 施 時 に生 ず る諸 活 動

に関 す る 日々の結 果 を 、迅 速 に 管理 者 も しくは計画 、 実行 担 当 者 に 、情 報

と して流 す こ とに よ り、 現 状 の認 識 、す な わ ち計画 の 達成 度 、 問 題 点 な ど

を適 確 に し、必 要 な調 整 動 作 を速 か に実 現 させ る こ と を 目的 とす る 。ま た、

諸情 報 は、新 しい 予 測 、 ス ケ ジ エー ル に利用 され る ば か りで な く、広 く情

報 管 理 シス テ ム に貯 え られ 、諸 計 画 に利 用 され る。

製 油 所 の活動 に 関 す る諸情 報 は 図一6に 示 す とお りで あるが 、 こ こで は

・主 な 項 目 につ いて 触 れ て お こ う。

●

(1)タ ン ク 在 庫 レ ポ ー ト

各 タ ン ク よ りの 温 度 、 比 重 、S&W、 レ ベ ル な どの 必 要 デ ー タ を 収 集 、

各 タ ン ク 在 庫 量 を算 出 し 、 在 庫 の 確 認 と と もに 、 タ ン ク利 用 ス ケ ジ ュ ー

ル の 計 画 に 利 用 す る 。

こ こ で レ ポ ー トさ れ る 諸 項 目 は 、 タ ン ク 番 号 、 油 種 コ ー ド、 油 種 名 、 温

度 、 比 重 、 レ ベ ル 、 油量 、S&W、 タ ン ク能 力 、UNAVA工LABL

-EVO五UMEな ど で あ る
・

r
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(2)装 置 運 転 レ ポ ー ト

主 要装 置 にお け る各 ス ト リー ムの 流量 ・温 度 、比 重 、 圧 力 な どを収 集 、

装 置 廻 りの ネ ッ トワー クの バ ラン ス計 算 に よ り、装 置 へ の張 込 油 、生成'

油 な ど、装 置運 転 レポー トを作 成 す る 。

この レポ ー トは・装 置 名 、原 料 油 な らび に生 成 油 の重 量(比)、 容量(比) 、

そ れ らの 主 要性 状 、主 要運 転 条 件 、用 役 消 費 な どの ほ か 、生 産 に関 す る

目標 と実 績 の差 、各 種 生成 油 や ロスの評 価 額 に よる金 額 へ の換 算 な ど、

各 種 デー タを 包含 す る。要 す る に、 ロス の管 理 な ど装 置 の物 質 収 支 と と

もに、運 転 計 画 と実 績 との評 価 に重 点 が置 か れ る 。

(3)試 験 レ ポ ー ト

一 日に発 生 す る試 験 デ ー タ は、予 め設 計 され た イ ン プ ッ ト ・デ ー タ ・シ

ー トに 記入 され 、試 験 レ ポー トと して集 約 され る。 製品 、半 製 品 の規格

外 れ に つ い て は 、厳 密 にチ エ ツク され 、必 要 に応 じて リマー クが つ け ら

れ る。

'
ここに お け る重 要 機 能 の一 つ は、 重油 、 ガ ソ リン な ど混 合用 デー タの収

集 な らび に、 そ れ に もとつ く混 合 比 な どの設 定 に関 す る こ とで あ る。

(4)出 荷 受 入 レ ポ ー ト

原 油 、製 品 、半 製 品 の受 入 れ な らび に 出荷 な ど、24時 間 の 動 き を示 す

レポー トで ご 月始 め か らの 積算 値 、 それ と 目標 値 との差 を示 す 。

(5)混 合 作 業 レ ポ ー ト

ガ ソ リン、重 油 な ど、主要 製 品 につ いて の 日々の 混合 作 業 の結 果 を レ ポ

ー トし、 出荷 、受 入 れ 、 在庫 量 の調 整 を行 な っ て 、混 合基 材 、 製品 の現

在 量 を確 定 す る と同 時 に 、 そ れ らの主 要 性 状 も併 せ て レ ポー トす る。
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3-3情 報 管 理 部 門

企 業 活 動 にお い て 、有 形 無 形 の情 報 を収 集i整理 し、企 業 モ デ ル に反映 さ せ

て い くが 、活動 が 複 雑 多 岐 に亘 るぽ ど、支 え る情 報 の比 重 は増 大 し、そ の

精 度 が 問題 とな る。 あ る経 営 計 画 モ デル が、 現 象 を忠実 に表 現 す るか否 か

は モ デル の精 確 さ 、 すな わ ちそ の な か に投入 され る情 報 に依 存 す る と ころ

が 大 きい。 かつ て、 われ われ が 犯 した過 誤 、た と え ば、 モデ ル を数 分な い

し数十 分 で解 き、 デ ー タ収 集 にそ の数 十倍 の時 間 を費 す こ とな どは 、基 本

的 に は、情 報 管 理 に欠 陥 も し くは 、弱点 か存 在 した か らに外 な らな い。

(1)情 報 の 重 要 性

情 報 の重 要性 はつ ぎの5点 に集 約 で き よ う。

(a)正 確 な情 報 に よ る正 確 な 行 動:如 何 に立 派 な モデ ル を開 発 して も、

そ れ に投 入 さ れ る情 報 の 信 頼性 が 低け れ ば、 そ の結 果 の信 頼性 は当 然

低 い もの で あ り 、そ れ に も とつ く意 志 決 定 も誤 る可能 性 が 大 きい。

(b)迅 速 な 情 報:コ ン ビL－ 夕ー に よ る計 算時 間 の短 縮 も、 イ ン プ ッ ト

とな るべ き諸 情 報 の 収 集 に時 間 を費 して は、そ の威 力 を激 減 させ るだ

け で な く、意 志 決 定 、 行 動 を も阻害 しかね な い 。

㊤)加 工 され た 新 しい情 報:生 の デー タの 重要 性 は云 うま で もな いが 、

シ ス テ ムの イ ン プ ソ トと して直 接 利用 で き る ことは少 ない 。 デ ー タに

統計 的 処理 、 な い しは よ り高度 の 加工 をほ どこす こ とに よ り、質 的 に

向 上 した 、常 時 使 用 可 能 な情 報 を準備 せ ね ば な らな い。

情 報管理 の要点 には、情 報の時間的要素 を考慮 す ること、さらに情報 自

身の もつ重要性の分類 が挙げ られ よ う。たえず流動 的に運営 を続けろ藩}

動 体 にお いて 、意 志決 定 の速 度 は、情 報 の 速 度 に依 存す る とい つ て も過

言 で はな い。 計 画 は つ ねに最 新 の情 報 を要求 す る し、そ の計 画 か ら出 さ
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れ る諸 情 報 は、 さ らに 新 しい意 志決 定 を生 む 。

情 報 の 時 間的 変 化 の著 しくない もの に つい て は、 収 集 の瀕 度 を省 くこ と

も可 能 であ るが、 変 化 の著 しい もの につ いて は 、綿 密 に収 集 す る とと も

に、何 らか の統 計 的 処 理 が 効 果 的 な場 合 が 多 い。

情 報 の質 に関 して は 、計 画 を支 え る モ デ ル を支 え る"諸 量 は、 シ

ス テ ムの複 雑化 と と もに急激 に増 加 す るが 、 ご く限 られ だ支 配的 因子 へ

の重 点 的 管理 を行 な え ば よいで あろ う。 どれ が 、 ク リテ ィ カル な情 報 で

あるか を、過 去 に お け る解 析 の経 験 に より判 断 す る こと は、 そ れ ほ ど困

難 では な い 。 た とえ ば、LPモ デル に投 入 され る情 報 量 は2,000～

5,000程 度 に及 ぶが 、SHADOWPR工GEの 大 きな式 に は重 点 をお

き、REDUCEDOOSTの 大 きい変 数 に は重 点 を置 か な い な どといっ

た一 般 ル ール も参 考 にす る こ とは で き る。常 に新 しい情 報 を手 もと に持

ち、 どの情 報 が重 要 で あ るか の認 識 を持 つ こ とに よ り、 確実 な意 志決 定

へ の道 が拓 け る とい う もの で あろ う。

LPモ デ ルな ど、 計 画 シス テ ムの イン プ ッ トに使 用 され る情 報 の 加工 方

法 な らび にそ の程 度 は、 シス テ ムの要 求 に よ り一 様 で は な い。需 要 の予

測 、価 格 予 測 な どあ る種 の 予 測技 術 に支 え られ る もの もあれ ば、原 油性

状 決 定 の た め の原 油 シ ミュ レー ター 、装 置 の特 性 を決 定 す る プ ロセス ・

シ ミュ レー ター な ど、高 度 の加工 を必 要 とす る もの もあ る 。 こ うした 機

能 は、 情 報管 理 部 門 に 包括 す る よ り はむ しろ、計 画 の イ ン プ ソ ト ・デー

タ処 理 の 分野 に属 す る もの で あ るが 、広 義 に は、全 シ ス テ ムの デー タ準

備 部 門 と して の機 能 を持 つ た め 、情 報 管 理 部 門 の一 環 と して取 り扱 え よ

う。

(2)情 報 検 索 の 概 念

短 期 生産 計 画 のMエSを 迅速 かつ 効 果 的 に活 用 す る基 本 は、 したが つ て

この情 報 管 理 部 門 に あ り、 こ こで は 、情 報検 索 の概 念 が 巾広 く摂 取 さ れ

一18-一
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㌔

●

、

て い る。情 報検 索 が

(a)情 報 の 収 集 とそ れ の維 持 更 新

(b)情 報 の検 索

(c)情 報 に よ る解 析

といつ た基本 的 諸 機 能 を持 つ こ とは衆 知 の事 実 で あ るが 、 これ は あ くま

で考 え方 で あつ て 、一定 方 式が 存在 す るわ けで は な い か ら、.目標 に応 じ

た管 理 シス テ ム の設 計 が必 要 で あ る。図 一7は そ れ らの 機能 を図 示 した

もの で あ る。

報
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蓄
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>
情 報 に ょる解析

情 報 検 索 ・の 機 能
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この システ ム にお い て は 、 計 画部 門 に 赴 け るLPモ デ ルだ け をみ て も、

原 油 、製 品 、装 置 な どに関 す る諸情 報 た とえ ば、原 油 コス ト、原 油 の使

用 可能 量 、性 状 、製 品の 価格 、需要 、性 状規 格 、装 置 運転 条 件 と運 転 費

や 収率 の 関係 な どが 必 要 で あ り、 ζれ らは過去 の情 報 の 集 積 、 も しくは

種 々の ル ー トか ら収集 さ れ更 新 され る 。

,
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4 シ ス テ ム の 効 用

ノ

▲

本 シス テ ムの効 用 を高 め るた め に は 、 シス テ ム 自体 さ らに将来 の改 良が 期

待 され る し・ シス テ ムの 効 用 自体 を充 分 受 け とめ るに は 、 さ らに時 間 を待 た

ね ばな らな い 。 しか し、現時 点で の そ れ らを、要 約 す れ ば、 下 記数 項 目に評

価 する ことが で き るで あ ろ う。

(a)経 済 性

㊥ 計 算効 率 と速 度 の向 上

(c)情 報 の質 的 向 上

(d)教 育 的効 果 、

(e)標 準化 へ の寄 与

4--1経 済 性

まず 第 一－va、LPモ デル を中核 と した この種 の シス テ ムは、 た とえ ばそ れ

が総 合 シス テ ム の形 態 を と らな い に して も、企 業 に 対 して経 済 的 に寄 与 す

る事 実 は屡 々報 告 され て お り、 この場 合 も例 外 で はな い。短 期 生 産計 画 で

は主 と して 、原 油 選択 の最 適 化 にお いて 、 コ ン ピュー ター の ラン費 用 を充

分補 償 して余 りあ る こ とを示 して い る 。勿論 、 これ らLPに よ る最 適 計画

の実 現 に は 、実 行 面 で の 最新 の 配慮 が 必 要 で あ り、 本 シ ステ ムの 存 在理 由

も、そ こに大 きい 。 図一一8は 、当社 にお け る原 油平 均 単価 の推 移 を示 す も

の であ る。

、

4-2計 算 効 率 と 速 度 の 向 上

迅速 な計 算 と、 多数 の ケー ス ・ス タ デ ィに よ り、 巾広 い情 報 が短 時 間で

得 られるため・欄 の能 率が向上す る・従来の手計算 は 多かれ少 なかれ ・

試行 錯 誤 の連 続 で あ り、 最適 化 や ス グ ジ ユール 、 シ ミュ レー ター との距 離
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c

も小 さ くな かつ た 。

さ らに数 多 くの ケー ス ・ス タデ ィ とい う点 で は 、本 シ ス テ ムの計 画 部

問 と コン ピュ ー ターに 頼 る以 外 にな い し、 各種 条 件変 動 に た い して 、迅

速 か つ容 易 に解 を得 、修 正 動作 に移 行 し得 る利 点 が あ る 。 また 、計 画 の

追査 に関 して も、実 行 管 理 部 門 の確立 さ れ る場 合 には、各 必要 レポートが迅

速 に集 め られ 、事 後 の 調 整 に当 り得 る。 ま だ 、 これ ら諸 デ ー タ を貯 蔵 、

加 工 し、計 画 の速 度 や精 度 を高 め る た めの情 報 管理 部門 も、意 志 決 定 の

能 率向 上 に 寄与 す る。

4--3情 報 の 質 的 向 上

従来 入 手 で な し得 な か っ た 、 も し くは簡略 化 してい た もの が 、シ ス テ

ム と コン ピュー ター の力 に よ り、正 確 に処 理 で きる とす れ ば 、提 供 さ れ

る情 報 の質 的 向 上 が あ る はず で あ る。 た とえ ば、 前述 の情 報検 索 に よ る

情 報 管理 は 、情 報 の収 集 方 法 、検 索 機能 な どを通 して.過 去 の精 度 を大

き く改 良 した と思 われ る し、 最 適化.シ ミュ レー シ ョンの各 モ デルか ら

は 、 シャ ドー ・プ ライ ス や リデ ユー ス ト ・コス トな ど、数 多 くの 定量 的

指 針 が提 供 さ れ 、 よ り高 度 の解 析 に利 用 で き る。

4-4教 育 的 効 果

LP、 そ の 他 、本 シ ス テ ム内 に含 ま れ る各サ ブ ・シス テ ムの もた らす

豊富 な情 報 を充 分 解 析 す る こ とに よ り 、優 れ た 解析 力 、柔軟 性 に 富ん だ

洞察 力 を養 成 で き る事 実 は 、要員 育 成 の見地 か らも大 きな意 義 を持 つ 。

た とえ ば 、製 油 所活 動 を構成 す る各 種 制 約 の うち、 どの 部 分 に重 点 を

置 くべ きか 、 あ る いは各 種 外 界 の変 動 か 、 どの程 度 の影 響 を与 え 、そ れ

に た い しど う行 動 を起 す か 、といつ た問 題 は、 前 記 シャ ドー ●プ ライス

や リデ ユー ス ト ・コス トな どの意 味 を教 育 す る こ とに より 、新 人 に も定

量 的 に把 握 す る こ とが可 能 な はず で あ る。
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4-5標 準 化 へ の 寄 与

.本 シ ステ ムの採 用 に より 、.業務 内 の情 報 の流 れ が 明 確 にな り、同時 に作

業 の標 準 化 が 促進 され る 。 シ ス テム の分 析 を 通 じ、複 雑 な 精 製 活 動 の全 ぼ

うが 明 確 にな り、新 人 の 従 事 も可 能 とな る 。 これ は、 シ ステ ムに ょる作 業

.の 標 準化 か 進 み 、 か つ ての そ の分 野 での 「神様 的 存在 」.が薄 れ る こ とを意

味 す る 。

ト

t

ノ
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わ ){ に

1
本 論 文 は ・石 油 精 製 にお け る生産 活動 の うち 、 と くに短期 生 産 活動 にお け

る計 画 立案 と、実 行 管理 の 結 合 、な らびに 、そ れ らを支 え る情 報 管理 シ ス テ

ムを統 一 した 、 マ ネ ー ジ メン ト ・イン フォ ー メイ シ ョン ・シ ス テ ムにつ いて

述 べ た もの で あ る。

従 来 、製 油 所 単 位 で実施 され て いたMエsを 広 く本 社 機能 も含 めft生 産 活

動 の体 系 のな か に 包 含 しft形 、す な わ ち、 よ り高 い レベ ル のMエSの 実 現 を

試 み た。 このM工Sを 中核 と して 、さ らに全 社 的 なTOTALSYSTEMへ

の道 程 が ひ らけ る こ とは改 め て 述 べ るま で もな い 。

令

L
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